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「義」とは
時は戦国時代。

ほうじょう　うじ　やす

北条氏康、
たけ だ　しんげん

武田信玄、
 お　だ　 のぶなが

織田信長ら数々の戦国
武将達が、領土拡大や天下に号令
をかけようと戦をしておったの
じゃ。しかし、

 げ 　こく 　じょう

下克上の戦乱の世
にあって、お館様だけは、侵略のた
めに戦ったことは一度もなく、全
てが「筋目」や「大義」を重んじ
た戦じゃった。男気、さわやか、
一本気、そして頼まれれば嫌とは
いわぬ律儀なところ、まさに「義」
の心をもった戦国の武将じゃった。
わしも、そんなお館様の心に惚れ
たんじゃよ。

上杉軍の兵力
お館様は、上杉軍の兵力について
まとめた「

 うえすぎ　け 　ぐんやくちょう

上杉家軍役帳」を作った
のじゃ。
家臣たちが戦の時に出さなければ
いけない兵力が書いてあるのじゃ。
その数は 5553人。ただし、

ぐんやくちょう

軍役帳
に記載されていない武将や、医者
などもおったため、実際に出陣し
た人数は、なんと8000人程だった
らしいの。
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